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反
対
の
討
論

平
成
26
年
度
決
算
、平
成
27
年
度
飯
田
市
一般
会
計
補
正

予
算（
第
３
号
）案
な
ど
60
議
案
を
可
決
、同
意
、認
定

定
例
会
の
あ
ら
ま
し

議
案
に
対
す
る
質
疑
と
審
査

本
会
議
で
の
討
論

　

第
3
回
定
例
会
は
、9
月
1
日
か
ら
9
月
29
日
ま
で
、

29
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

平
成
27
年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

案
な
ど
、市
長
か
ら
58
件
の
議
案
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
、4
件
は
報
告
案
件
で
、1
件
の
人
事
案
件
は

本
会
議
で
同
意
し
ま
し
た
。
そ
の
ほ
か
の
15
件
の
決
算

認
定
案
件
を
含
む
53
件
の
市
長
提
出
議
案
に
つ
い
て

は
、
所
管
の
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
後
、
本

会
議
に
諮
り
、
決
算
に
つ
い
て
は
認
定
し
、
そ
の
他
の

議
案
は
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の
う
ち
、い
わ
ゆ
る「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
」
に
関
連
し
て
、
個
人
番
号
を
含
む
特
定
個
人
情

報
の
取
扱
い
に
関
す
る
規
定
を
定
め
よ
う
と
す
る
議
案

第
99
号
ほ
か
の
3
つ
の
条
例
案
に
つ
い
て
、
最
終
日
の

本
会
議
に
お
い
て
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
と
す
る
委
員

長
報
告
に
対
し
、
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

委
員
長
報
告
に
お
い
て
原
案
ど
お
り
と
さ
れ
た
議
案

第
116
号
の
補
正
予
算
案
と
、
議
案
第
122
号
及
び
議
案
123

号
の
2
件
の
決
算
認
定
議
案
に
つ
い
て
も
、
反
対
の
意

思
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

市
長
提
出
議
案
の
ほ
か
に
は
、
意
見
書
提
出
に
係
る

議
会
提
出
議
案
3
件
が
上
程
さ
れ
、
こ
の
う
ち
総
務
委

員
会
か
ら
提
出
さ
れ
た
1
件
は
本
会
議
で
可
決
し
、
議

員
か
ら
提
出
さ
れ
た
安
全
保
障
法
制
に
関
連
す
る
2
件

は
、
所
管
の
委
員
会
で
慎
重
な
審
査
を
行
っ
た
後
、
委

員
長
報
告
で
否
決
と
し
た
議
会
議
案
第
12
号
と
、
可
決

と
し
た
議
会
議
案
第
13
号
に
つ
い
て
、
反
対
、
賛
成
そ

れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

請
願
は
1
件
の
審
議
を
行
い
、
委
員
会
審
査
の
と
お

り
採
択
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
一
般
質
問
で
は
18
人
の
議
員
が
市
政
全
般
に
わ

た
る
質
問
を
行
い
ま
し
た
。4
ペ
ー
ジ
か
ら
紹
介
し
ま
す
。

　

報
告
案
件
、
人
事
案
件
以
外
の
提
出
議
案
に
つ
い
て

は
、
総
務
、
社
会
文
教
、
産
業
建
設
の
各
常
任
委
員
会

に
付
託
さ
れ
、
集
中
的
に
審
査
し
ま
し
た
。

　

委
員
会
に
お
け
る
質
疑
等
の
内
容
は
、6
ペ
ー
ジ
か

ら
の
各
常
任
委
員
会
の
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
99
号　

飯
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
101
号　

飯
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

■
次
の
３
議
案
に
つ
い
て
、原
案
ど
お
り
可
決
、認
定
す

る
と
し
た
総
務
委
員
会
及
び
社
会
文
教
委
員
会
の
審
査
結

果
に
対
し
、本
会
議
で
反
対
の
意
思
表
示
が
あ
り
ま
し
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
の
と
お
り
可

決
、
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
社
会
保
障
の
給
付
削
減
を

狙
い
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
危
機
に
陥
れ
る
も
の

で
あ
る
。
今
年
5
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
個
人
情
報

の
デ
ー
タ
が
流
出
す
る
事
件
が
発
生
し
、
個
人
情
報
保

護
や
危
機
管
理
の
脆
弱
性
は
明
ら
か
。
個
人
の
人
権
を

脅
か
し
、
国
民
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
権
が
破
壊
さ
れ
る
マ

イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
を
導
入
す
る
た
め
の
条
例
の
整
備
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
反
対
。

■
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
関
連
す
る
次
の
4
議
案
を
可

決
と
し
た
総
務
委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
し
、
本
会
議

で
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

　

起
立
採
決
の
結
果
、
総
務
委
員
会
の
報
告
ど
お
り
、

賛
成
多
数
で
4
議
案
は
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

議
案
第
116
号　

平
成
27
年
度 

飯
田
市 

一
般
会
計
補
正

予
算
（
第
3
号
）
案

議
案
第
122
号　

平
成
26
年
度 

飯
田
市 

一
般
会
計
歳
入

歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
123
号　

平
成
26
年
度 

飯
田
市 

国
民
健
康
保
険

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

議
案
第
103
号　

飯
田
市
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

議
案
第
104
号　

飯
田
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

　
（
4
議
案
の
概
要
は
6
ペ
ー
ジ
を
参
照
）
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○
松
尾
地
区
財
産
区
管
理
委
員

　

久
保
田　

康
彰
・
塩
沢　

清
・
小
木
曽　

文
彦

議
会
議
案
第
12
号

　

平
和
安
全
法
制
の
強
行
採
決
に
抗
議
す
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

議
会
議
案
第
13
号

　
「
平
和
安
全
法
制
」
の
慎
重
か
つ
適
正
な
運
用
を
求

め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

　

議
会
議
案
第
12
号
を
否
決
と
し
、
議
会
議
案
第
13
号

を
可
決
と
す
る
総
務
委
員
会
の
審
査
結
果
に
対
し
、
本

会
議
で
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

議
会
議
案
第
14
号

　

地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め
る
意
見
書
の
提
出

に
つ
い
て

　

総
務
委
員
会
で
審
査
し
、
採
択
し
た
請
願
第
8
号
に

基
づ
き
、
総
務
委
員
会
か
ら
意
見
書
の
提
出
に
係
る
議

会
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。
全
会
一
致
で
議
決
し
、

国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。
委
員
会

に
お
け
る
請
願
の
審
査
は
6
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し
ま
す
。

意
見
書
の
概
要

　

飯
田
市
議
会
は
、
平
成
27
年
第
2
回
定
例
会
に
お
い

て
、
全
会
一
致
で
「
平
和
安
全
法
制
に
つ
い
て
、
法
案

の
内
容
が
多
岐
に
わ
た
り
、
国
民
の
理
解
が
得
ら
れ
て

い
な
い
状
況
に
あ
り
、
国
会
で
の
議
論
を
通
じ
、
国
民

が
納
得
で
き
る
結
論
を
導
き
出
す
べ
き
で
あ
る
。
さ
ら

に
今
の
通
常
国
会
で
の
改
正
法
の
成
立
に
こ
だ
わ
ら

ず
、
国
会
の
審
議
を
慎
重
か
つ
丁
寧
に
進
め
る
よ
う
要

請
す
る
」
意
見
書
を
政
府
に
提
出
し
た
。
し
か
し
、9

月
19
日
、
政
府
は
国
民
の
理
解
が
進
ま
な
い
中
、
安
全

保
障
法
案
を
参
議
院
に
お
い
て
強
行
採
決
し
た
。
こ
の

よ
う
な
状
態
で
の
採
決
は
民
主
主
義
の
根
幹
を
揺
る
が

す
行
為
で
あ
り
強
く
抗
議
す
る
。

意
見
書
の
概
要

　

政
府
に
お
い
て
は
、
成
立
し
た
「
平
和
安
全
法
制
」

に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
さ
ら
に
深
め
る
た
め
の
真

摯
な
努
力
と
説
明
を
続
け
、
慎
重
か
つ
適
正
な
運
用
に

努
め
る
よ
う
3
点
の
履
行
に
つ
い
て
要
望
す
る
。①「
平

和
安
全
法
制
」
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
深
め
る
よ

う
誠
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
。②「
平
和
安
全
法

制
」
の
運
用
に
当
た
っ
て
は
、
日
本
の
安
全
保
障
環
境

維
持
へ
の
万
全
な
取
組
が
で
き
る
よ
う
最
大
限
の
努
力

を
す
る
こ
と
。③
国
連
憲
章
を
遵
守
し
、
国
際
連
合
、

国
際
機
関
を
は
じ
め
あ
ら
ゆ
る
国
際
社
会
と
連
携
し
、

世
界
平
和
と
我
が
国
の
平
和
の
た
め
に
不
断
の
外
交
に

努
め
、
諸
外
国
と
の
良
好
な
関
係
を
築
く
こ
と
。

　

9
月
16
日
、
与
党
２
党
と
野
党
３
党
が
、
自
衛
隊
の

活
動
に
つ
い
て
、
国
会
承
認
や
国
会
報
告
な
ど
の
国
会

　

こ
の
法
律
は
、
憲
法
の
平
和
理
念
に
反
す
る
も
の
。

憲
法
上
の
問
題
だ
け
で
な
く
、
海
外
に
自
衛
隊
が
派
遣

さ
れ
、殺
し
殺
さ
れ
る
リ
ス
ク
が
高
ま
る
危
険
も
あ
る
。

意
見
書
で
は「
慎
重
か
つ
適
正
な
運
用
を
」と
あ
る
が
、

ひ
と
た
び
走
り
だ
せ
ば
止
め
よ
う
が
な
い
。
こ
の
法
律

は
廃
止
す
る
よ
り
な
く
、
反
対
。

　

今
回
の
平
和
安
全
法
制
は
、
厳
し
さ
を
増
す
安
全
保

障
環
境
の
中
、外
交
努
力
を
尽
く
す
こ
と
を
大
前
提
に
、

憲
法
の
枠
内
で
自
衛
の
措
置
が
可
能
な
の
か
出
発
し
た

議
論
。
日
米
防
衛
協
力
体
制
の
信
頼
性
を
強
化
し
、
抑

止
力
を
向
上
さ
せ
、切
れ
目
の
な
い
体
制
整
備
に
よ
り
、

国
民
の
命
と
平
和
な
暮
ら
し
を
守
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
。
こ
の
法
制
は
、
戦
争
防
止
法
案
で
あ
る
。

■
議
会
議
案
第
13
号
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
可
決
さ
れ
、
国
の
関
係
機
関
に
意
見
書
を
提
出
し

ま
し
た
。

意
見
書
の
概
要

　

国
に
対
し
て
、
地
方
公
共
団
体
が
担
う
べ
き
社
会
保

障
の
充
実
、
人
口
減
少
対
策
を
含
む
地
方
創
生
、
地
域

交
通
の
維
持
な
ど
の
役
割
を
確
実
に
実
現
で
き
る
よ

う
、
平
成
28
年
度
の
地
方
財
政
全
体
の
安
定
確
保
に
向

け
て
、
対
策
を
講
ず
る
よ
う
強
く
要
請
す
る
。

討
論・意
見
書
の
提
出

の
関
与
を
強
め
る
こ
と
で
合
意
。
国
会
で
は
十
分
な
審

議
時
間
と
野
党
へ
の
配
慮
、
ま
た
、
ほ
ぼ
す
べ
て
の
手

続
き
を
経
て
、
野
党
３
党
と
政
党
間
合
意
を
結
ぶ
と
い

う
幅
広
い
合
意
形
成
も
図
り
、
機
が
熟
し
た
形
で
の
採

決
で
あ
る
。

■
議
会
議
案
第
12
号
は
、
起
立
採
決
の
結
果
、
賛
成
多

数
で
総
務
委
員
会
の
報
告
ど
お
り
否
決
さ
れ
ま
し
た
。

同
意
し
た
人
事
（
敬
称
略
）

否
決
と
す
る
委
員
会
の
審
査
結
果
に
反
対
の
討
論

可
決
と
す
る
委
員
会
の
審
査
結
果
に
反
対
の
討
論

可
決
と
す
る
委
員
会
の
審
査
結
果
に
賛
成
の
討
論

　

政
府
は
第
189
国
会
で
採
決
を
強
行
し
た
。
参
議
院
の

安
保
特
別
委
員
会
で
の
採
決
時
の
速
記
録
は
な
く
、
地

方
公
聴
会
の
報
告
や
総
括
質
疑
を
行
わ
ず
強
行
採
決
を

行
う
委
員
会
運
営
は
異
常
と
言
わ
ざ
る
を
得
な
い
。
抗

議
の
意
思
を
飯
田
市
議
会
と
し
て
上
げ
る
べ
き
。

否
決
と
す
る
委
員
会
の
審
査
結
果
に
賛
成
の
討
論
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市
立
病
院
の
果
た
す
べ
き
役
割
と
市
民
に
理

解
を
得
る
た
め
に
は

竹
村　

圭
史　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

Q
市
立
病
院
が
目
指
す
診
療
体
制
を
構
築
す
る

た
め
に
は
、
理
想
と
す
る
診
療
体
制
を
ど
の

よ
う
に
考
え
る
か
。

A
「
病
院
完
結
型
」
か
ら
「
地
域
完
結
型
」
医

療
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
は
、
地
域
内

の
病
院
・
診
療
所
が
役
割
分
担
し
て
、
地
域
医
療

を
守
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
地
域
内
の
医
療
機

関
が
連
携
し
、
市
立
病
院
が
よ
り
高
度
で
専
門
的

な
治
療
に
専
念
で
き
る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が

理
想
と
考
え
る
。
当
地
区
の
医
師
数
は
全
国
や
県

の
平
均
と
比
べ
て
少
な
い
た
め
、
地
域
内
の
連
携

や
役
割
分
担
が
重
要
で
あ
り
、
こ
れ
ま
で
飯
田
医

師
会
・
飯
伊
地
区
包
括
医
療
協
議
会
等
に
も
協
力

を
い
た
だ
き
、
様
々
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
る
。

■
音
楽
鑑
賞
教
室
に
つ
い
て

飯
田
下
伊
那
診
療
情
報
連
携
シ
ス
テ
ム
（
イ
ズ
ム

リ
ン
ク
）
の
救
急
現
場
で
の
早
期
活
用
に
つ
い
て

木
下　

德
康　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

Q
救
急
現
場
で
の
イ
ズ
ム
リ
ン
ク
の
早
期
活
用

を
提
案
す
る
。
ま
た
、
参
加
す
る
医
療
機
関

や
閲
覧
を
同
意
す
る
患
者
数
が
増
え
な
い
と
効
果

が
上
が
ら
な
い
。
併
せ
て
早
急
に
医
療
機
関
の
参

加
や
同
意
す
る
患
者
数
の
拡
大
も
提
案
す
る
が
ど

う
か
。

A
医
療
機
関
は
飯
田
医
師
会
で
加
入
拡
大
の
検

討
を
い
た
だ
い
て
い
る
。
飯
田
下
伊
那
薬
剤

師
会
で
も
検
討
い
た
だ
き
、
近
々
多
く
の
薬
局
が

参
加
の
予
定
。
地
域
住
民
へ
の
広
報
が
ま
だ
不
足

し
て
い
る
の
で
、
今
後
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
。

■
空
き
家
対
策
に
つ
い
て

航
空
宇
宙
産
業
と
高
等
教
育
機
関
に
つ
い
て

吉
川　

秋
利　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

Q
信
州
大
学
南
信
州
キ
ャ
ン
パ
ス
構
想
を
ど
の
よ

う
に
考
え
て
い
る
か
。

A
航
空
機
シ
ス
テ
ム
共
同
研
究
講
座
の
研
究
開

発
に
お
い
て
成
果
が
上
が
れ
ば
、
研
究
領
域

の
拡
大
も
想
定
さ
れ
る
。
信
州
大
学
と
し
て
は
、

将
来
的
に
は
工
学
部
の
中
の
一
つ
の
学
科
と
し
て

航
空
機
シ
ス
テ
ム
の
研
究
セ
ン
タ
ー
の
よ
う
な
形

で
、
南
信
州
キ
ャ
ン
パ
ス
を
想
定
し
て
い
き
た
い

と
の
こ
と
。
実
現
す
れ
ば
、地
域
外
か
ら
人
材
を
呼

び
込
み
、
信
州
大
学
と
の
関
係
の
中
で
は
、
産
学

連
携
の
研
究
開
発
が
さ
ら
に
進
む
。
当
地
域
の
高

等
教
育
機
関
と
し
て
育
つ
こ
と
を
期
待
す
る
。
四

年
制
の
総
合
大
学
が
な
い
当
地
域
に
と
り
、
こ
の

構
想
は
時
宜
を
得
た
大
き
な
期
待
が
か
か
る
も
の

で
あ
り
、
で
き
る
限
り
の
支
援
を
し
て
い
き
た
い
。

■
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
に
つ
い
て

原　

和
世　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

Q
「
知
の
拠
点
」
構
想
に
か
か
る
事
業
費
の
見
込

み
は
ど
の
程
度
と
考
え
て
い
る
か
。
広
域
連

合
の
負
担
も
あ
る
と
思
う
が
ど
う
考
え
て
い
る
か
。

A
現
時
点
で
は
、
こ
の
構
想
は
県
に
説
明
し
て

い
る
段
階
。
今
後
具
体
的
に
進
め
て
い
く
た

め
に
は
、
県
の
了
解
を
得
て
、
そ
れ
か
ら
進
め
て

い
く
状
況
。
今
の
段
階
で
は
事
業
費
や
負
担
割
合

は
、
使
わ
せ
て
も
ら
う
側
の
考
え
方
だ
け
で
公
表

で
き
る
性
格
の
も
の
で
は
な
い
。

■「
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
基
本
方
針
」
に
基

づ
く
推
進
方
策
に
つ
い
て

QA 「
核
の
ゴ
ミ
」
の
最
終
処
分
に
つ
い
て

福
沢　

清　
議
員
（
会
派
み
ら
い
）

今
後
、「
核
の
ゴ
ミ
」
問
題
に
つ
い
て
、
自
治

体
と
し
て
検
討
す
る
こ
と
、
検
討
経
過
や
結
果

に
つ
い
て
、
ま
た
国
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
情
報
公

開
し
て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。

国
レ
ベ
ル
の
大
き
な
課
題
で
あ
り
、
そ
れ
に

対
し
て
様
々
な
議
論
が
あ
る
こ
と
は
承
知
し

て
い
る
。
国
レ
ベ
ル
の
課
題
に
対
応
す
る
た
め
に

は
、
十
分
な
検
討
を
し
、
国
民
に
向
か
い
し
っ
か

り
と
説
明
し
、
そ
の
判
断
が
で
き
る
よ
う
な
環
境

整
備
に
努
め
る
こ
と
は
必
要
だ
と
考
え
る
。
市
と

し
て
は
、
も
し
も
の
想
定
に
関
し
て
は
、
現
段
階

で
は
コ
メ
ン
ト
を
差
し
控
え
る
。

■
生
活
困
窮
者
の
自
立
支
援
に
つ
い
て

QA 市
の
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

古
川　

仁　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

新
た
に
始
ま
る
新
総
合
事
業
の
進
捗
状
況

は
。

新
総
合
事
業
の
導
入
に
備
え
、
対
象
と
な
る

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
事
業
者
と
の
意
見
交

換
会
の
開
催
や
個
別
ヒ
ア
リ
ン
グ
の
実
施
、
郡
内

Q

A

飯
田
市
街
地
の
土
地
利
用
計
画
に
つ
い
て

熊
谷　

泰
人　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

羽
場
・
丸
山
第
三
・
四
地
区
土
地
区
画
整
理
事

業
地
の
今
後
の
土
地
利
用
は
。
区
画
整
理
に
変

わ
り
、
地
区
計
画
策
定
の
考
え
は
な
い
か
。

飯
田
市
の
土
地
利
用
基
本
方
針
は
、
市
全
域

に
関
す
る
全
体
方
針
の
ほ
か
20
地
区
ご
と
に

地
域
土
地
利
用
方
針
を
定
め
る
こ
と
と
し
て
い

る
。
地
域
土
地
利
用
方
針
は
、
各
地
区
の
ま
ち
づ

く
り
委
員
会
が
中
心
と
な
っ
て
「
こ
ん
な
地
域
に

し
た
い
と
い
う
地
区
の
思
い
を
土
地
利
用
の
視
点

か
ら
ま
と
め
あ
げ
る
」
も
の
。
羽
場
地
区
に
お
い

て
も
地
区
内
で
検
討
す
る
中
で
、
策
定
に
向
け
て

市
も
協
働
し
取
り
組
ん
で
い
く
考
え
で
あ
る
。
こ

の
検
討
過
程
で
、
地
区
計
画
等
法
令
に
基
づ
く
制

度
の
活
用
に
つ
い
て
も
協
議
し
た
い
。

■
入
札
制
度
に
つ
い
て

QA 大
地
震
な
ど
、
緊
急
時
に
お
け
る
情
報
伝
達

手
段
の
あ
る
べ
き
姿
は

山
崎　

昌
伸　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

緊
急
時
に
お
け
る
情
報
伝
達
手
段
と
し
て
、
防
災

無
線
あ
り
き
で
な
く
、
各
戸
各
施
設
等
に
個
別
に

伝
わ
る
手
段
を
構
築
し
た
う
え
で
、
そ
れ
を
他
の
手
段

で
ど
う
補
完
す
る
か
、と
い
う
考
え
方
に
よ
る
べ
き
で
は
。

子
ど
も
医
療
費
窓
口
無
料
化
は
、
人
口
の
将

来
展
望
を
直
視
す
る
と
き
、
ま
た
地
方
創
生

の
ね
ら
い
か
ら
考
え
た
と
き
、
時
機
到
来
だ
と
思

う
が
ど
う
か
。

今
後
検
討
し
て
い
く
う
え
で
は
情
報
伝
達
す

る
設
備
や
電
波
が
自
前
の
設
備
と
な
る
か
否

か
、
ま
た
、
伝
達
手
段
が
強
制
的
に
伝
え
る
プ
ッ

シ
ュ
型
か
受
け
手
が
選
ん
で
入
手
す
る
プ
ル
型
か

と
い
う
バ
ラ
ン
ス
も
大
き
な
要
素
と
考
え
て
い

る
。
こ
う
し
た
伝
達
手
段
か
ら
情
報
を
得
た
場
合

に
必
要
な
行
動
を
と
れ
る
よ
う
市
民
に
理
解
し
て

も
ら
う
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
関
連
情
報
が
必
要

な
人
に
確
実
に
伝
わ
り
、
適
切
な
行
動
が
と
れ
る

よ
う
事
前
の
サ
ポ
ー
ト
す
る
こ
と
が
行
政
の
役
割

で
あ
り
、
啓
発
に
努
め
た
い
。

Q 子
ど
も
の
医
療
費
の
窓
口
無
料
化
に
つ
い
て

永
井　

一
英　
議
員
（
公
明
党
）

A
国
で
子
ど
も
医
療
費
制
度
の
あ
り
方
等
の
協

議
し
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
て
い
る
。
も
と

も
と
地
方
六
団
体
に
お
い
て
も
医
療
費
助
成
制
度

等
地
方
単
独
事
業
を
実
施
す
る
市
町
村
に
対
し

て
、
療
養
給
付
費
負
担
金
及
び
普
通
調
整
給
付
金

減
額
措
置
を
廃
止
す
る
こ
と
は
、
国
に
要
望
し
て

き
て
い
る
。
国
も
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、
地
方

と
気
持
ち
を
同
じ
く
し
て
、
国
全
体
で
人
口
ビ

ジ
ョ
ン
の
目
標
と
し
て
い
る
と
こ
ろ
を
実
現
し
て

い
く
と
い
う
姿
勢
を
示
す
こ
と
が
重
要
で
は
な
い

か
と
思
っ
て
い
る
。

■
地
方
創
生
の
取
り
組
み
に
お
け
る
飯
田
市
の

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」
に
つ
い
て

　

一
般
質
問
と
は
、
市
政
全
般
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
執
行
機
関
側
に
、
事
業
の
執
行
状
況
や

将
来
的
な
方
針
な
ど
を
質
し
、
説
明
を
求
め
る
も
の
で
す
。
第
３
回
定
例
会
で
の
一
般
質
問
の
概

要
を
紹
介
し
ま
す
。（
質
問
順
）　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

※

■
は
、
そ
の
ほ
か
の
質
問
項
目

「
知
の
拠
点
」
整
備
構
想
に
か
か
る
事
業
費
の

見
込
み
は
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飯
田
市
障
が
い
者
就
労
施
設
か
ら
の
物
品
調

達
の
現
状
と
今
後
は

清
水　

可
晴　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

障
が
い
者
雇
用
が
拡
大
で
き
る
よ
う
、
物
品

等
の
調
達
を
拡
大
で
き
な
い
か
。

障
害
者
優
先
調
達
推
進
法
に
よ
り
、
地
方
公

共
団
体
に
も
障
が
い
者
の
雇
用
の
確
保
、
所

得
の
保
障
に
つ
い
て
責
務
が
あ
る
。
契
約
の
原
則

と
合
わ
せ
て
物
品
の
調
達
を
し
て
い
く
と
い
う
こ

と
に
な
る
。「
飯
田
市
障
が
い
者
就
労
施
設
等
か

ら
の
物
品
調
達
方
針
」
を
定
め
て
い
る
の
で
、
こ

れ
に
基
づ
い
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
し
っ
か
り
と

取
り
組
み
た
い
。

■
森
林
整
備
の
推
進
と
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に

つ
い
て

QA

林　

幸
次　
議
員
（
公
明
党
）

教
育
に
関
す
る
大
綱
の
策
定
に
当
た
っ
て

は
、
教
育
の
目
標
や
施
策
の
根
本
的
な
方
法

な
ど
を
定
め
る
こ
と
に
な
る
と
思
う
が
、
市
の
大

綱
の
策
定
方
針
は
ど
う
か
。

次
の
大
綱
は
、
次
期
総
合
計
画
の
策
定
に
お

い
て
、
教
育
分
野
の
目
標
を
定
め
る
飯
田
市

教
育
振
興
基
本
計
画
の
議
論
の
中
で
、
現
計
画
の

評
価
と
課
題
を
整
理
し
、
今
後
の
教
育
行
政
の
方

向
性
を
定
め
て
い
く
。
現
計
画
の
基
本
目
標
に
掲

げ
た
「
地
育
力
に
よ
る
心
豊
か
な
人
づ
く
り
」
に

つ
い
て
は
、
教
育
成
果
を
出
す
た
め
に
も
長
期
的

な
取
り
組
み
が
必
要
な
目
標
で
あ
る
。
現
計
画
の

連
続
性
や
新
た
な
課
題
に
対
応
し
た
飯
田
ら
し
い

計
画
を
市
民
の
皆
さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
す
る
中

で
策
定
し
て
い
き
た
い
。

QA

飯
田
線
全
線
開
通
の
功
労
者
で
あ
る
「
川
村

カ
子
ト
」
の
顕
彰
は

QA

森
本　

政
人　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

飯
田
線
と
リ
ニ
ア
を
つ
な
ぐ
懸
け
橋
と
し

て
、
カ
子
ト
記
念
館
の
資
料
の
一
部
を
天
龍

峡
再
生
館
に
展
示
し
、
カ
子
ト
の
功
績
を
顕
彰
し

て
は
ど
う
か
。

生
活
困
窮
者
自
立
支
援
法
に
お
け
る
学
習
支

援
事
業
を
実
施
す
べ
き
と
考
え
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
な
検
討
を
し
て
い
る
か
。

川
村
カ
子
ト
氏
は
、
天
龍
峡
か
ら
南
の
難
所

の
測
量
に
尽
力
さ
れ
た
飯
田
線
の
歴
史
上
欠

か
せ
な
い
人
物
で
あ
り
、
天
龍
峡
百
年
再
生
館
で

も
紹
介
展
示
し
て
い
る
。
川
村
カ
子
ト
氏
の
顕
彰

に
つ
い
て
は
、
天
龍
峡
再
生
や
観
光
の
視
点
だ
け

で
な
く
、
飯
田
線
全
体
の
中
で
議
論
さ
れ
る
べ
き

事
柄
と
考
え
て
お
り
、
飯
田
市
だ
け
で
顕
彰
す
る

考
え
は
な
い
。

■
産
業
振
興
に
つ
い
て

「
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
」・「
飯
田
市
版
総
合
戦
略
」

に
つ
い
て

QA

小
倉　

高
広　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

10
月
末
ま
で
の
2
カ
月
間
と
い
う
短
い
期
間

の
中
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
が
住
民
を

集
め
て
意
見
を
聞
く
の
は
難
し
い
と
思
う
が
ど
う

か
。

限
ら
れ
た
時
間
で
の
取
り
組
み
と
な
り
、
地

域
の
皆
様
に
は
ご
負
担
を
お
か
け
す
る
こ
と

も
懸
念
さ
れ
る
が
、
こ
の
間
、
ま
ち
づ
く
り
委
員

会
の
役
員
の
皆
様
へ
の
勉
強
会
の
開
催
な
ど
、
意

識
の
共
有
化
に
向
け
た
取
り
組
み
も
行
っ
て
き
て

い
る
。
今
後
も
地
域
に
お
任
せ
と
い
う
こ
と
で
な

く
、
市
の
関
係
課
が
連
携
し
、
地
域
で
の
取
り
組

み
が
充
実
し
た
も
の
と
な
る
よ
う
支
援
し
て
い

く
。子

ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

QA

村
松　

ま
り
子　
議
員
（
公
明
党
）

学
習
支
援
事
業
の
実
施
に
当
た
り
、
そ
の
対

象
者
の
把
握
を
始
め
、
実
施
方
法
に
つ
い
て

常
設
展
示
の
平
和
記
念
館
（
仮
称
）
の
設
置

に
つ
い
て

QA

後
藤　

荘
一　
議
員
（
日
本
共
産
党
）

平
成
12
年
6
月
議
会
で「
平
和
記
念
館（
仮
称
）

の
設
置
に
つ
い
て
」
の
請
願
が
採
択
さ
れ
た
。

現
在
「
資
料
室
」
が
設
置
さ
れ
て
い
る
が
常
設
展

示
の
記
念
館
設
置
の
考
え
は
。

今
年
７
月
に
、
時
又
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
の

解
体
に
伴
い
、
平
和
祈
念
館
資
料
室
は
、
飯

田
市
公
民
館
４
階
の
一
部
に
移
転
し
た
。
常
設
展

示
の
平
和
記
念
館
の
設
置
に
つ
い
て
、
戦
争
を
知

ら
な
い
世
代
が
増
え
て
い
る
現
在
、
収
集
さ
れ
た

資
料
や
戦
争
経
験
談
は
、
戦
争
の
悲
惨
さ
や
平
和

の
尊
さ
を
広
く
効
果
的
に
伝
え
ら
れ
る
貴
重
な
資

料
で
あ
る
と
捉
え
て
い
る
。
公
開
方
法
や
展
示
内

容
な
ど
引
き
続
き
、
平
和
資
料
収
集
委
員
会
の
皆

さ
ん
の
意
見
を
お
聞
き
し
つ
つ
、
研
究
を
し
て
い

き
た
い
。

■
特
定
個
人
情
報
保
護
評
価
に
つ
い
て

読
書
活
動
の
推
進
に
つ
い
て

QA

木
下　

容
子　
議
員
（
市
民
パ
ワ
ー
）

子
ど
も
の
年
齢
に
よ
っ
て
必
要
と
す
る
本
は

違
っ
て
く
る
。3
歳
児
検
診
時
、
小
学
校
入

学
時
に
2
冊
目
の
本
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
す
る
「
セ
カ

ン
ド
ブ
ッ
ク
事
業
」
は
で
き
な
い
か
。

今
年
度
、新
た
に
千
代
地
区
で
は
、千
代
小
・

千
栄
小
に
お
い
て
、
誕
生
月
に
本
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
す
る
取
り
組
み
を
始
め
た
。「
は
じ
め
て
の

絵
本
」
事
業
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
、
本
の
プ
レ
ゼ

ン
ト
が
家
庭
読
書
や
図
書
館
利
用
に
大
変
有
効
で

あ
る
と
い
う
結
果
が
出
て
い
る
。
次
期
図
書
館

サ
ー
ビ
ス
計
画
を
策
定
す
る
時
期
を
迎
え
て
い
る

の
で
今
後
の
研
究
課
題
と
し
た
い
。

■
中
心
市
街
地
活
性
化
に
つ
い
て

三
遠
南
信
自
動
車
道
・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

を
活
か
し
た
観
光
を
ど
う
考
え
る
か

QA

清
水　

勇　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

三
遠
南
信
自
動
車
道
・
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
を

見
据
え
た
観
光
振
興
や
誘
客
を
ど
う
進
め
る
か
。

天
龍
峡
、
遠
山
郷
、
ま
ち
な
か
の
３
つ
の
エ

リ
ア
と
、
今
後
リ
ニ
ア
駅
周
辺
を
ど
の
よ
う

に
観
光
の
拠
点
と
し
て
考
え
て
い
く
か
が
大
切
。

い
か
に
し
て
観
光
と
し
て
の
魅
力
を
高
め
、
観
光

客
の
満
足
度
を
上
げ
て
い
く
か
と
い
う
視
点
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
拠
点
の
考
え
方
を
整
理
す
る
こ
と
が

大
事
と
考
え
て
い
る
。
焼
肉
が
盛
ん
な
飯
田
を
愛

知
大
学
が
フ
ィ
ー
ル
ド
ス
タ
デ
ィ
で
取
り
上
げ
、

食
の
魅
力
と
し
て
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
や
雑
誌
の
掲

載
に
結
び
つ
き
、
発
信
力
を
持
っ
て
き
た
。
若
い

人
の
視
点
で
見
た
こ
の
地
域
が
基
に
な
り
発
信
力

を
高
め
て
い
く
こ
と
は
意
味
が
あ
る
。

■
天
龍
峡
再
生
事
業
・
温
泉
交
流
館
整
備
事
業
に

つ
い
て

QA
新
井　

信
一
郎　
議
員
（
会
派
の
ぞ
み
）

2
0
1
8
年
世
界
人
形
劇
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

（
ア
ヴ
ィ
ア
マ
総
会
）
と
共
に
「
ア
ジ
ア
パ

シ
フ
ィ
ッ
ク
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
チ
ャ
ン
ピ
オ

ン
シ
ッ
プ
」
大
会
の
誘
致
に
取
り
組
ん
で
み
て
は

ど
う
か
。

当
市
に
誘
致
で
き
れ
ば
、
海
外
の
皆
さ
ん
と

の
ふ
れ
あ
い
の
場
が
創
設
さ
れ
る
と
と
も

に
、
市
民
が
自
然
や
森
林
に
関
心
を
持
ち
、
自
然

を
大
切
に
す
る
気
持
ち
を
育
む
機
会
に
つ
な
が
る

と
思
わ
れ
る
。
ま
ず
は
、
ど
の
よ
う
な
大
会
か
調

査
し
た
い
。

■
身
近
な
防
火
設
備
に
つ
い
て

「
ア
ジ
ア
パ
シ
フ
ィ
ッ
ク
ツ
リ
ー
ク
ラ
イ
ミ
ン

グ
チ
ャ
ン
ピ
オ
ン
シ
ッ
プ
」
大
会
誘
致
は

■
土
砂
災
害
か
ら
み
る
森
林
空
間
の
保
全
・
利
活

用
及
び
作
業
従
事
者
に
対
す
る
安
全
措
置
基
準

に
つ
い
て

■
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
開
業
に
向
け
た
産
業
誘
致

に
つ
い
て

町
村
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
の
意
見
交
換

を
実
施
し
て
い
る
。ま
た
、市
で
実
施
す
る
事
業
、

サ
ー
ビ
ス
の
内
容
、
単
価
・
利
用
者
負
担
に
つ
い

て
具
体
的
な
検
討
を
進
め
て
い
る
。
新
し
い
総
合

事
業
の
導
入
を
契
機
に
、
高
齢
者
の
皆
さ
ん
が
必

要
と
す
る
サ
ー
ビ
ス
や
支
援
に
よ
り
、
介
護
予
防

に
つ
な
が
る
よ
う
に
し
た
い
。

新
教
育
委
員
会
制
度
に
つ
い
て

様
々
な
検
討
す
べ
き
事
項
が
あ
る
と
認
識
し
て
い

る
。
県
内
で
は
、
ま
だ
実
施
し
て
い
る
自
治
体
が

な
い
状
況
。
10
月
に
開
催
さ
れ
る
19
市
福
祉
事
務

所
長
会
の
議
題
に
も
な
っ
て
い
る
の
で
、
意
見
交

換
を
参
考
に
し
な
が
ら
研
究
を
深
め
て
い
き
た
い
。

■
健
康
増
進
の
充
実
に
つ
い
て
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総
務
委
員
会

総
務
委
員
会

請
願
第
8
号

★
請
願
者　

飯
田
市
職
員
労
働
組
合

　
　
　
　
　

執
行
委
員
長　

福
澤　

克
憲
氏

■
慎
重
な
審
査
の
結
果
「
採
択
」
と
し
ま
し
た
。

★
請
願
の
要
旨

　

国
に
対
し
、
地
方
財
政
の
充
実
・
強
化
を
求
め

る
意
見
書
を
提
出
願
い
た
い
。

9
月
1
日
・
14
日
及
び
29
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

飯
田
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の

制
定
に
つ
い
て

飯
田
市
個
人
情
報
保
護
条
例
の
一
部
を
改
正

す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

個
人
番
号
を
含
む
特
定
個
人
情
報
の
取
扱
い
に
必

要
な
事
項
を
定
め
る
。

案
件
の
概
要

各
種
届
出
書
類
等
の
記
載
事
項
に
個
人
番
号
ま
た

は
法
人
番
号
を
加
え
る
旨
の
改
正
。

議
案
第
99
号

議
案
第
101
号

飯
田
市
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例

の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

飯
田
市
で
行
う
事
務
に
お
け
る
情
報
連
携
に
つ
い

て
、
個
人
番
号
の
利
用
等
に
関
す
る
条
例
を
新
た

に
制
定
し
、
必
要
な
事
項
を
定
め
る
。

議
案
第
103
号

飯
田
市
印
鑑
の
登
録
及
び
証
明
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

個
人
番
号
カ
ー
ド
に
印
鑑
登
録
証
機
能
を
追
加
。

議
案
第
104
号

安
全
確
保
の
た
め
の
取
り
組
み
は

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
で
は
、
個
人
情
報
の
取

扱
い
は
厳
格
に
行
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
。

来
年
１
月
の
施
行
ま
で
に
次
の
３
点
の
安
全
が
確

保
で
き
る
か
。①
物
理
的
安
全
措
置
の
検
討
。②
職

員
へ
の
周
知
・
教
育
。③
市
と
し
て
扱
う
情
報
を

今
後
ど
こ
ま
で
増
や
す
か
。

①
物
理
的
安
全
措
置
は
、
国
の
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
を
厳
守
し
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
対
策
は

市
の
方
針
を
基
本
に
取
扱
規
程
を
定
め
、
さ
ら
に

細
部
に
つ
い
て
各
業
務
マ
ニ
ュ
ア
ル
等
で
対
応
し

た
い
。②
人
的
安
全
措
置
は
、
9
月
中
に
全
職
員

を
対
象
に
2
時
間
程
度
の
研
修
を
設
定
し
対
応
す

る
。③
今
後
の
利
用
拡
大
は
、
先
ず
は
制
度
の
円

滑
な
導
入
を
最
優
先
と
し
、
市
独
自
の
利
用
は
行

政
の
効
率
化
・
市
民
の
利
便
性
の
要
件
か
ら
判
断

し
、
必
要
に
応
じ
条
例
で
追
加
し
て
い
く
。

■
質
疑
の
後
、
反
対
、
賛
成
の
立
場
か
ら
そ
れ
ぞ

れ
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

★
反
対
討
論

　

施
行
ま
で
の
短
期
間
で
の
職
員
の
教
育
訓
練
が

心
配
で
あ
る
点
、
証
明
用
の
写
真
費
用
や
窓
口
に

出
向
く
負
担
が
市
民
に
生
じ
る
点
か
ら
、
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
制
度
に
は
反
対
。

★
賛
成
討
論

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
は
、
国
で
10
月
5
日
か
ら
実

施
し
て
い
く
シ
ス
テ
ム
で
あ
り
、
市
と
し
て
も
条
例

を
制
定
し
、
実
施
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
、
賛
成
。

■
採
決
の
結
果
、
こ
れ
ら
の
4
議
案
は
賛
成
多
数

で
原
案
ど
お
り
可
決
し
ま
し
た
。

A Q

風
力
発
電
施
設
の
撤
去
に
伴
う
防
災
行
政
無
線

機
能
の
補
て
ん
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

地
元
要
望
に
よ
り
撤
去
す
る
も
の
で
、
近
く

の
公
民
館
等
設
置
の
も
の
で
カ
バ
ー
で
き

る
。
今
後
は
、
地
元
要
望
も
踏
ま
え
設
置
場
所
を

検
討
し
た
い
。

A Q

請
願
審
査
の
結
果

■
議
案
第
99
号
ほ
か
3
件
の
議
案
は
、
い
わ
ゆ
る

｢

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度｣
に
関
係
し
、
相
互
に
関
連

が
あ
る
た
め
、一
括
議
題
と
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

議
案
第
116
号

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

3
号
）
案
27

議
会
議
案
第
13
号

「
平
和
安
全
法
制
」
の
慎
重
か
つ
適
正
な
運
用

を
求
め
る
意
見
書
の
提
出
に
つ
い
て

防
災
行
政
無
線
機
能
の
補
て
ん
は

財
務
指
標
の
経
常
収
支
比
率
は
、
前
年
度
に

比
べ
、3
ポ
イ
ン
ト
上
昇
が
気
に
な
る
。
財
政

の
硬
直
化
に
対
す
る
見
解
と
今
後
の
見
通
し
は
。

経
常
収
支
比
率
は
、
91
・
5
パ
ー
セ
ン
ト
、

そ
の
比
率
上
昇
の
主
な
原
因
は
、国
民
保
険
、

介
護
保
険
な
ど
社
会
保
障
関
係
の
支
出
の
増
と
退

職
職
員
数
の
増
で
あ
る
。
今
後
も
社
会
保
障
関
係

経
費
の
増
加
傾
向
、
そ
し
て
退
職
職
員
数
の
動
向

か
ら
、
当
分
の
間
は
90
パ
ー
セ
ン
ト
前
後
を
推
移

す
る
と
見
込
ま
れ
る
。

■
議
案
第
116
号
及
び
議
案
第
122
号
に
つ
い
て
質
疑

の
後
、
反
対
の
立
場
か
ら
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

★
反
対
討
論

　

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
そ
の
も
の
に
反
対
す
る
立

場
か
ら
反
対
。
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
、
リ
ニ
ア
中

央
新
幹
線
事
業
に
関
す
る
部
分
の
決
算
認
定
に
も

反
対
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

又
は
認
定
し
ま
し
た
。

A Q 議
案
第
122
号

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

26

議
会
議
案
第
12
号

平
和
安
全
法
制
の
強
行
採
決
に
抗
議
す
る
意

見
書
の
提
出
に
つ
い
て

財
務
指
標
の
経
常
収
支
比
率
が
上
昇
、
財
政

硬
直
化
の
見
解
と
今
後
の
見
通
し
は

★
反
対
討
論

　

6
月
定
例
会
で
の
全
会
一
致
で
の
意
見
書
の
経

★
反
対
討
論

　

平
和
安
全
法
制
は
、
戦
後
の
日
本
の
歴
代
内
閣

が
貫
い
て
き
た
専
守
防
衛
・
非
武
装
貢
献
と
い
う

姿
勢
を
根
本
か
ら
覆
す
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
国

際
社
会
の
一
員
と
し
て
世
界
平
和
に
貢
献
と
あ
る

が
、
そ
れ
を
遂
行
す
る
の
は
、
集
団
的
自
衛
権
を

前
提
と
し
た
平
和
安
全
法
制
で
は
な
く
、
平
和
憲

法
下
で
の
国
際
貢
献
で
あ
り
、
反
対
。

★
賛
成
討
論

　

平
和
安
全
法
制
に
つ
い
て
、
国
民
の
理
解
を
深

め
る
よ
う
誠
意
を
持
っ
て
取
り
組
む
こ
と
を
は
じ

め
、
意
見
書
の
３
項
目
は
重
要
で
あ
り
、
賛
成
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。

緯
も
あ
り
、
趣
旨
は
理
解
で
き
る
が
、
こ
の
意
見

書
は
、
強
行
採
決
に
抗
議
す
る
に
と
ど
ま
り
、
市

議
会
と
し
て
国
に
何
か
を
求
め
る
も
の
で
は
な

い
。
意
見
書
と
し
て
成
り
立
つ
か
疑
問
で
、反
対
。

★
賛
成
討
論

　

今
回
の
意
見
書
は
、
国
会
の
審
議
方
法
に
対
す

る
抗
議
で
、
国
民
の
理
解
が
深
ま
っ
た
上
で
の
採
決

が
本
来
の
姿
で
あ
り
、
強
行
採
決
は
、
民
主
主
義
の

根
幹
を
揺
る
が
す
行
為
。強
く
抗
議
す
べ
き
で
賛
成
。

•
国
会
で
の
議
論
が
十
分
に
な
さ
れ
な
い
ま
ま
強

行
採
決
さ
れ
た
こ
と
、
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い

な
い
と
国
民
の
多
く
が
考
え
て
い
る
こ
と
か
ら
、

強
く
抗
議
す
べ
き
で
、
賛
成
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
少
数
で
否
決
し
ま
し
た
。
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社
会
文
教
委
員
会

社
会
文
教
委
員
会

9
月
15
日
及
び
16
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

飯
田
市
福
祉
医
療
費
給
付
金
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
の
制
定
に
つ
い
て

案
件
の
概
要

子
ど
も
福
祉
医
療
費
給
付
対
象
を
満
15
歳
か
ら
満

18
歳
に
引
き
上
げ
る
。

議
案
第
106
号

対
象
年
齢
引
き
上
げ
の
考
え
方
は

対
象
に
つ
い
て
、
年
度
末
年
齢
15
歳
以
下
か

ら
18
歳
以
下
ま
で
引
き
上
げ
る
と
、
そ
の
年

齢
は
労
働
者
も
含
ま
れ
る
。
対
象
年
齢
引
き
上
げ

に
あ
た
っ
て
の
考
え
方
は
。

下
伊
那
郡
の
10
町
村
で
は
、
既
に
18
歳
以
下

ま
で
が
対
象
で
あ
り
、
医
療
機
関
の
窓
口
で

混
乱
し
な
い
よ
う
に
市
も
同
じ
対
応
が
望
ま
れ
て

い
る
。
市
の
福
祉
医
療
制
度
で
は
、
い
わ
ゆ
る
一

人
親
世
帯
な
ど
や
障
害
者
で
は
、
無
料
と
な
る
対

象
を
既
に
18
歳
以
下
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
市
で

行
っ
て
い
る
他
の
子
育
て
支
援
策
は
、
18
歳
以
下

を
子
ど
も
と
し
て
捉
え
て
施
策
を
実
施
し
て
お

り
、
整
合
を
図
る
べ
き
と
考
え
る
。
こ
の
よ
う
な

事
由
に
よ
り
、
年
度
末
年
齢
18
歳
以
下
を
対
象
と

す
る
こ
と
が
適
切
と
判
断
し
た
。

A Q

社
会
福
祉
協
議
会
で
開
設
し
て
い
る
総
合
相

談
で
も
、
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
等
の
相
談

に
も
対
応
す
る
と
の
こ
と
だ
が
、
相
談
す
る
市
民

に
と
っ
て
、
相
談
窓
口
が
複
数
あ
る
こ
と
は
良
い

こ
と
だ
が
、
か
え
っ
て
混
乱
し
な
い
か
。

ま
い
さ
ぽ
飯
田
は
、
生
活
困
窮
者
の
自
立
支

援
を
行
う
中
核
的
な
機
関
。
社
会
福
祉
協
議

会
が
行
う
総
合
相
談
の
窓
口
は
、
一
つ
の
社
会
資

源
と
捉
え
て
お
り
、
ま
い
さ
ぽ
飯
田
の
相
談
者
に

対
し
、
法
律
相
談
が
必
要
な
ら
総
合
相
談
の
窓
口

を
紹
介
す
る
な
ど
連
携
し
て
事
業
を
行
っ
て
い

る
。 A Q

延
長
保
育
は
充
足
し
て
い
る
と
考
え
て
い
る

か
、
ま
た
、
毎
年
の
よ
う
に
延
長
保
育
を
求

め
る
声
を
聞
く
。市
は
十
分
に
把
握
し
て
い
る
か
。

26
年
度
に
お
い
て
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
を
策

定
す
る
に
あ
た
り
、
需
要
調
査
を
行
っ
た
。

中
学
校
区
単
位
で
の
需
給
は
充
足
し
て
い
る
と
の

認
識
だ
が
、
個
別
に
声
も
あ
る
こ
と
も
承
知
し
て

い
る
。
今
後
、
地
区
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に
な
っ
て

検
討
し
て
い
き
た
い
。

A Q

対
象
を
広
げ
る
必
要
性
は

現
在
も
い
わ
ゆ
る
生
活
困
窮
世
帯
及
び
障
害

者
に
お
い
て
は
、
年
度
末
年
齢
が
18
歳
以
下

の
子
ど
も
は
、
医
療
費
が
無
料
と
な
っ
て
お
り
、

あ
え
て
対
象
を
広
げ
る
必
要
は
あ
る
か
。

既
に
18
歳
以
下
の
子
ど
も
で
、
医
療
費
が
無

料
に
な
っ
て
い
る
の
は
、ご
く
一
部
で
あ
る
。

今
回
の
改
正
に
よ
り
、
多
く
の
子
ど
も
が
対
象
と

な
り
、
結
果
と
し
て
、
子
育
て
世
代
へ
の
経
済
的

A Q

議
案
第
122
号

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

26

議
案
第
123
号

支
援
の
拡
大
と
な
る
。

生
活
困
窮
者
の
相
談
窓
口
は

62
歳
を
対
象
に
健
康
づ
く
り
家
庭
訪
問
事
業

を
実
施
し
て
い
る
が
、成
果
は
で
て
い
る
か
。

訪
問
事
業
で
生
活
状
況
や
健
康
状
態
を
把
握

し
、
そ
の
デ
ー
タ
の
蓄
積
に
よ
り
、
当
市
の

傾
向
の
把
握
が
で
き
つ
つ
あ
る
。
ま
た
、
国
保
の

被
保
険
者
に
は
、
特
定
健
診
前
に
面
談
を
設
定
す

る
こ
と
に
よ
り
、
そ
の
年
代
の
受
診
率
に
は
向
上

が
み
ら
れ
る
。

A Q

満
蒙
開
拓
平
和
記
念
館
を
活
用
し
た
平
和
学

習
を
行
っ
た
中
学
校
が
4
校
だ
が
、
飯
田
市

教
育
委
員
会
の
記
念
館
を
活
用
し
て
の
平
和
学
習

の
考
え
方
は
。

平
和
学
習
は
非
常
に
重
要
な
教
育
で
あ
る
。

す
べ
て
の
中
学
校
で
平
和
学
習
に
満
蒙
開
拓

平
和
記
念
館
を
活
用
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て

い
る
が
、
市
内
の
各
中
学
校
で
は
、
様
々
な
平
和

学
習
の
取
り
組
み
が
さ
れ
て
お
り
、
記
念
館
の
活

用
の
判
断
は
各
中
学
校
に
任
せ
て
い
る
。

A Q

決
算
に
お
い
て
、
基
金
と
し
て
1
億
6
千
万

円
が
残
っ
た
。
26
年
度
に
国
民
健
康
保
険
税

を
5
・
3
％
改
定
す
る
必
要
は
あ
っ
た
か
。

26
年
度
の
国
民
健
康
保
険
税
を
正
式
に
算
定

す
る
6
月
補
正
で
は
、
２
億
９
千
５
百
万
円

の
財
源
不
足
が
見
込
ま
れ
た
。
そ
の
額
は
、
本
来

で
あ
れ
ば
全
て
被
保
険
者
の
負
担
と
な
る
と
こ
ろ

だ
が
、
被
保
険
者
負
担
を
で
き
る
だ
け
少
な
く
抑

え
た
い
と
の
思
い
か
ら
、
基
金
や
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
を
行
っ
た
う
え
で
、や
む
を
得
ず
５
・

３
％
の
改
定
を
お
願
い
し
た
も
の
。
そ
の
時
点
で

の
判
断
と
し
て
は
、適
切
な
対
応
と
考
え
て
い
る
。

財
政
状
況
を
み
な
が
ら
基
金
の
取
り
崩
し
の
執
行

を
見
極
め
た
と
こ
ろ
、
最
終
的
な
結
果
と
し
て
１

億
６
千
万
円
を
基
金
と
し
て
残
す
こ
と
が
で
き
た
。

■
質
疑
の
後
、
反
対
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
。

★
反
対
討
論

　

リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
後
、
市
民
の
所
得
は
上

が
っ
て
お
ら
ず
、
一
般
会
計
か
ら
特
別
会
計
へ
の

繰
り
入
れ
ル
ー
ル
を
見
直
す
こ
と
な
く
、5
・
3
％

の
改
定
を
し
た
こ
と
に
は
反
対
し
た
。
国
民
健
康

保
険
税
5
・
3
％
の
改
定
で
行
っ
た
決
算
は
認
め

ら
れ
な
い
の
で
反
対
。

■
採
決
の
結
果
、
賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
可
決

し
ま
し
た
。

A Q 健
康
づ
く
り
家
庭
訪
問
の
成
果
は

国
保
税
改
定
の
必
要
性
は

障
害
者
へ
の
虐
待
に
つ
い
て
、
25
年
度
で
2

件
、26
年
度
で
2
件
、施
設
で
の
虐
待
が
あ
っ

た
と
の
こ
と
だ
が
、
市
は
ど
う
指
導
し
た
か
。
ま

た
、
発
生
し
た
4
件
は
す
べ
て
同
一
の
施
設
か
。

障
害
者
虐
待
防
止
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
事

実
を
確
認
し
、
ケ
ー
ス
の
検
討
を
行
い
、
そ

の
結
果
を
基
に
適
切
な
指
導
を
行
っ
た
。
ま
た
、

施
設
に
は
改
善
計
画
書
を
提
出
し
て
も
ら
っ
て
い

る
。
発
生
し
た
4
件
は
す
べ
て
異
な
る
施
設
で
あ

る
。 A Q 障

が
い
者
へ
の
虐
待
防
止
の
現
状
は

延
長
保
育
の
需
要
の
把
握
は

平
成　

年
度
飯
田
市
国
民
健
康
保
険
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

26

飯
田
市
の
記
念
館
を
活
用
し
た
平
和
学
習
の

考
え
方
は

満蒙開拓平和記念館（阿智村）
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飯
田
市
営
住
宅
等
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
の
制
定
に
つ
い
て

9
月
1
日
及
び
17
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
審
査
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

議
案
第
107
号

議
案
第
116
号

公
の
施
設
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い
て

（
市
営
住
宅
等
及
び
共
同
施
設
等
）

議
案
第
112
号

案
件
の
概
要

１
号
市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
管
理
を
長
野
県

住
宅
供
給
公
社
に
行
わ
せ
る
こ
と
。2
号
・
3
号
・

4
号
市
営
住
宅
及
び
共
同
施
設
の
管
理
を
指
定
管

理
者
に
よ
る
管
理
と
す
る
。

案
件
の
概
要

市
営
住
宅
等
及
び
共
同
施
設
等
の
指
定
管
理
者
を

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
と
す
る
。

市
営
住
宅
等
の
管
理
を
、
長
野
県
住
宅
供
給

公
社
が
行
な
う
こ
と
に
な
る
が
、
住
民
か
ら

の
苦
情
等
の
窓
口
は
ど
こ
に
な
る
の
か
。

住
民
か
ら
の
苦
情
等
は
、
管
理
代
行
者
で
あ

る
長
野
県
住
宅
供
給
公
社
が
窓
口
と
な
る
予

定
で
あ
り
、
今
後
、
入
居
者
説
明
会
に
お
い
て
周

知
し
て
い
く
。
苦
情
の
原
因
は
、
様
々
で
あ
る
た

め
、
市
で
も
課
題
解
決
の
た
め
に
必
要
な
取
り
組

み
は
行
っ
て
い
く
。

A Q 市
営
住
宅
の
住
民
の
窓
口
は

松
く
い
虫
の
被
害
の
現
状
、
予
防
効
果
は

買
い
物
支
援
モ
デ
ル
事
業
の
社
会
実
験
の
成
果
は

も
の
づ
く
り
高
度
人
材
育
成
事
業
の
効
果
は

竹
林
整
備
の
破
砕
機
の
貸
出
の
現
況
は

産
業
セ
ン
タ
ー
の
施
設
整
備
の
助
成

住
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
醸
成
の
支
援
は

市
営
住
宅
で
は
、
入
居
者
同
士
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
醸
成
が
課
題
。
こ
れ
を
支
援
す
る
た
め

に
、
様
々
な
課
題
へ
の
対
処
が
必
要
と
考
え
る
。

Q 産
業
建
設
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

■
議
案
第
107
号
及
び
議
案
第
112
号
に
つ
い
て
は
、
相
互

に
関
連
す
る
た
め
一
括
議
題
と
し
て
審
査
し
ま
し
た
。

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
補
正
予
算（
第

3
号
）
案
27拡

大
す
る
被
害
に
対
し
、
今
回
の
補
正
予
算

の
規
模
は
適
切
か
、
ま
た
そ
の
効
果
は

平
成
13
年
を
ピ
ー
ク
に
24
年
度
ま
で
は
被
害

が
減
少
し
、
予
防
対
策
に
一
定
の
効
果
が

あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
今
回
の
補
正
額
は
、
現

場
を
精
査
し
必
要
最
小
限
度
の
予
算
規
模
に
と
ど

め
た
。
現
在
、
被
害
が
拡
大
し
て
い
る
原
因
は
不

明
で
あ
る
が
、
予
防
と
駆
除
の
手
を
緩
め
る
と
、

被
害
が
さ
ら
に
拡
大
す
る
状
況
に
あ
る
。

A Q
今
回
は
、
主
に
航
空
機
産
業
で
の
使
用
を
目

的
に
設
備
整
備
を
行
な
う
が
、
市
内
に
は
多

様
な
産
業
も
あ
り
、
他
業
種
か
ら
の
要
望
を
受
け
止

め
、
設
備
整
備
に
つ
な
ぐ
体
制
は
整
っ
て
い
る
か
。

企
業
の
施
設
整
備
の
要
望
等
を
確
認
す
る
た

め
に
、
定
期
的
に
各
企
業
を
訪
問
し
調
査
し

て
い
る
。
今
後
も
、
訪
問
活
動
を
充
実
さ
せ
、
企

業
か
ら
の
要
望
を
整
備
へ
と
つ
な
げ
て
い
き
た
い
。

A Q 今
後
は
管
理
委
託
と
な
る
が
、
今
ま
で
の
市
と
同

様
な
支
援
は
行
わ
れ
る
か
。

長
野
県
住
宅
供
給
公
社
は
、
様
々
な
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
に
関
す
る
課
題
等
へ
の
対
処
実

績
も
あ
る
。
迅
速
か
つ
適
切
に
対
応
で
き
る
も
の

と
考
え
て
い
る
。
委
託
に
際
し
て
は
、
充
分
な
引

継
ぎ
を
行
い
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
が
低
下
し
な
い
よ

う
努
め
た
い
。

A

議
案
第
122
号

平
成　

年
度
飯
田
市
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決

算
認
定
に
つ
い
て

26竹
破
砕
機
の
貸
出
回
数
が
3
回
と
少
な
い

が
、
貸
出
制
度
に
問
題
は
な
い
か
。　
　
　

破
砕
機
は
、
ま
ち
づ
く
り
委
員
会
な
ど
が
竹

林
整
備
を
行
な
う
場
合
に
、
貸
し
出
し
て
い

る
。
貸
出
回
数
が
少
な
か
っ
た
た
め
、
あ
ら
た
め

て
自
治
振
興
セ
ン
タ
ー
を
通
じ
、
周
知
を
図
っ

た
。
ま
ず
は
、
公
共
性
の
高
い
エ
リ
ア
か
ら
竹
林

整
備
が
進
む
よ
う
事
業
の
推
進
を
図
り
た
い
。

A Q

指
導
が
必
要
と
考
え
ら
れ
る
危
険
な
空
き
家

は
、
市
内
に
何
件
程
度
あ
る
か
。

市
内
の
空
き
家
は
660
棟
余
り
。
さ
ら
に
危
険

な
空
き
家
は
100
棟
余
り
で
あ
り
、
特
に
危
険

な
家
屋
に
つ
い
て
指
導
を
し
て
い
る
。

A Q

社
会
実
験
の
成
果
は
ど
う
か
。

い
わ
ゆ
る
買
い
物
弱
者
対
策
と
し
て
は
、
商

業
、
福
祉
、
公
共
交
通
や
地
域
の
取
り
組
み

な
ど
、
様
々
な
側
面
か
ら
の
対
応
が
あ
る
が
、
商

業
と
し
て
成
り
立
つ
か
、
と
の
側
面
か
ら
手
法
を

替
え
な
が
ら
実
施
し
た
。今
年
中
に
は
、成
果
を
ま

と
め
次
の
ス
テ
ッ
プ
に
進
み
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A Q
高
度
な
人
材
育
成
が
、
特
定
の
分
野
や
企
業

に
限
ら
れ
て
い
る
と
見
受
け
ら
れ
る
。
そ
の

人
材
育
成
が
、
こ
の
地
域
へ
の
効
果
に
つ
な
が
る
か
。

ま
ず
は
、
企
業
で
の
人
材
育
成
と
な
る
が
、

そ
れ
が
企
業
の
成
長
に
つ
な
が
り
、
こ
の
地

域
へ
の
波
及
効
果
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

ま
た
、
そ
の
よ
う
な
高
度
な
人
材
が
、
こ
の
地
に

い
る
こ
と
で
、
新
た
な
人
材
を
呼
び
込
み
、
地
域

へ
の
貢
献
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
る
。

A Q危
険
な
空
き
家
へ
の
指
導
や
件
数
は

市
内
の
廃
屋
に
つ
い
て
、
所
有
者
に
適
正
管

理
に
向
け
た
指
導
を
行
っ
た
結
果
は
。

24
年
度
か
ら
把
握
に
努
め
、
25
年
度
か
ら
適

正
管
理
に
向
け
た
指
導
を
行
っ
て
い
る
。
こ

れ
ま
で
に
累
計
で
25
件
の
指
導
を
行
い
、
指
導
に

A Q

よ
り
13
件
が
対
応
い
た
だ
け
た
。
そ
の
他
に
、7

件
は
指
導
前
に
自
主
的
に
対
応
い
た
だ
い
た
。

桜
並
木
整
備
事
業
の
協
議
の
現
状
と
今
後
は

桜
並
木
整
備
に
向
け
た
地
元
協
議
が
進
め
ら
れ

て
い
る
が
、
現
在
の
状
況
と
、
今
後
の
予
定
は
。

地
元
東
野
・
橋
北
地
区
を
中
心
に
検
討
委
員

会
が
立
ち
上
げ
ら
れ
、
市
も
加
わ
り
将
来
に

向
け
た
グ
レ
ー
ド
ア
ッ
プ
の
方
策
な
ど
ハ
ー
ド
事

業
の
ほ
か
に
、
イ
ベ
ン
ト
な
ど
ソ
フ
ト
事
業
を
合

わ
せ
て
、
整
備
方
針
を
検
討
し
て
い
る
。
今
後
は

精
査
を
進
め
、今
年
度
中
に
概
略
設
計
に
着
手
し
、

次
年
度
基
本
設
計
に
進
め
た
い
と
考
え
て
い
る
。

A Q機
能
強
化
後
の
使
用
期
間
は

機
能
強
化
を
図
る
こ
と
で
、
施
設
は
何
年
ぐ
ら

い
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
る
の
か
。

機
能
強
化
に
よ
り
、
さ
ら
に
2０
年
程
度
使
用

で
き
る
と
考
え
て
い
る
。

A Q 農
業
集
落
排
水
処
理
施
設
の
機
能
強
化

議
案
第
130
号

平
成　

年
度
飯
田
市
下
水
道
事
業
特
別
会
計

歳
入
歳
出
決
算
認
定
に
つ
い
て

26設
置
か
ら
既
に
20
年
以
上
が
経
過
し
た
施
設

が
あ
る
が
、
今
後
処
理
施
設
の
機
能
強
化
を

ど
の
よ
う
に
図
っ
て
い
く
か
。

随
時
処
理
機
能
を
調
査
し
て
い
る
が
、
2０
年

を
経
過
し
た
施
設
は
、
今
後
順
次
、
機
能
強

化
を
行
な
う
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。
調
査

の
結
果
、
知
久
平
の
処
理
槽
の
痛
み
が
激
し
い
こ

と
が
判
明
し
た
た
め
、
ま
ず
は
知
久
平
処
理
施
設

の
機
能
強
化
を
行
い
た
い
。

A Q



平成27.10.26⑨ いいだ市議会だより―――委員会での審査　リニア推進特別委員会

Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど
の
関
係
機
関
か
ら
、
地
元
に

対
し
て
今
後
の
事
業
進
捗
に
関
す
る
情
報
が

少
な
い
こ
と
が
、
住
民
の
不
安
に
つ
な
が
っ
て
い

る
状
況
が
あ
る
と
考
え
る
。
市
と
し
て
も
Ｊ
Ｒ
東

海
な
ど
に
対
し
、
積
極
的
な
情
報
提
供
を
呼
び
か

け
る
べ
き
と
考
え
る
が
、
ど
う
か
。

市
は
、
常
に
、Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど
に
対
し
事
業

進
捗
に
関
し
て
の
調
整
を
行
っ
て
い
る
。
今

後
の
予
定
に
つ
い
て
は
、
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
感
を

持
っ
た
事
業
進
捗
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
地
元
に

対
し
て
も
情
報
提
供
で
き
る
よ
う
、Ｊ
Ｒ
東
海
な

ど
に
対
し
、
重
ね
て
要
請
を
し
て
い
き
た
い
。

9
月
25
日
に
委
員
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

委
員
会
で
の
質
疑
等
の
様
子
を
紹
介
し
ま
す
。

A
★
主
な
質
疑

◆
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線
の
現
状
と
取
り
組
み

に
つ
い
て　

①
Ｊ
Ｒ
東
海
に
よ
る
工
事
関
係

地
区
、
上
郷
北
条
、
座
光
寺
、
羽
場
大
休
の

3
地
区
で
の
測
量
状
況
等
に
つ
い
て　

②
井

戸
水
等
調
査
の
状
況　

③
駅
周
辺
整
備
の
状

況　

以
上
3
件
の
項
目
の
説
明
が
あ
り
、
そ

の
内
容
に
つ
い
て
協
議
を
し
ま
し
た
。

関
係
住
民
の
間
に
は
様
々
な
意
見
が
あ
り
、

Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど
関
係
機
関
と
の
調
整
等
に

は
、
ま
ず
市
を
頼
っ
て
く
る
と
思
わ
れ
る
が
、
そ

れ
に
対
す
る
市
の
受
け
止
め
と
対
応
は
。　

地
域
か
ら
の
意
見
な
ど
は
、
市
と
し
て
き
ち

ん
と
受
け
止
め
た
う
え
で
、Ｊ
Ｒ
東
海
な
ど

関
係
機
関
に
つ
な
げ
る
と
と
も
に
、
市
の
考
え
も

伝
え
て
い
き
た
い
。
ま
た
、
市
と
し
て
も
、
様
々

な
課
題
を
整
理
し
、
全
庁
的
に
取
り
組
み
を
進
め

る
中
で
、
対
応
し
て
い
く
。

Ｊ
Ｒ
東
海
で
は
、
住
民
や
市
か
ら
の
要
望
を

受
け
、
環
境
影
響
評
価
で
予
測
し
た
調
査
範

囲
の
属
す
る
自
治
会
ま
で
調
査
範
囲
を
広
げ
、
調

査
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
が
、
工
事
開
始
後
に
そ

れ
以
外
の
地
区
で
井
戸
水
等
へ
の
影
響
が
生
じ
た

場
合
の
対
応
は
。

工
事
開
始
後
に
具
体
的
な
影
響
が
生
じ
た
場

合
は
、
原
因
を
確
認
し
Ｊ
Ｒ
東
海
が
対
応
す

る
こ
と
に
な
る
。
一
方
、
現
在
、
調
査
範
囲
外
で

も
要
望
の
あ
っ
た
地
区
は
、
市
と
協
働
す
る
か
た

ち
で
、
同
様
の
調
査
を
実
施
し
た
。
こ
の
調
査
結

果
は
Ｊ
Ｒ
東
海
へ
も
情
報
提
供
し
、
定
点
観
測
を

AA QQ リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

リ
ニ
ア
推
進
特
別
委
員
会

行
な
う
調
査
地
点
の
選
定
に
あ
た
り
、
参
考
と
す

る
よ
う
Ｊ
Ｒ
東
海
と
調
整
し
て
い
る
。
ま
ず
は
、

現
状
把
握
を
進
め
た
い
。

駅
周
辺
整
備
の
基
本
計
画
は
今
年
度
末
に
策

定
予
定
で
あ
る
。
残
り
半
年
と
な
る
が
、
現

況
と
見
通
し
は
。

現
在
、
10
月
に
基
本
計
画
検
討
委
員
会
を
立

ち
上
げ
る
よ
う
、
関
係
機
関
と
調
整
中
で
あ

る
。
基
本
計
画
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
様
々
な
視

点
か
ら
の
検
討
が
必
要
で
あ
り
、
テ
ー
マ
別
の
部

会
を
設
け
る
予
定
で
あ
る
。
今
後
は
、
年
度
内
に

基
本
計
画
を
策
定
で
き
る
よ
う
、
委
員
会
を
頻
繁

に
開
催
し
て
い
く
こ
と
を
予
定
し
て
い
る
。
ま

た
、
委
員
会
で
の
検
討
状
況
は
地
元
住
民
に
も
お

知
ら
せ
し
て
い
き
た
い
。

部
会
を
設
置
し
検
討
を
進
め
る
と
の
こ
と
だ

が
、
基
本
構
想
に
寄
せ
ら
れ
た
地
元
住
民
の

意
見
に
対
し
、
駅
周
辺
整
備
の
エ
リ
ア
は
今
年
中

に
示
す
と
の
回
答
が
あ
る
が
間
に
合
う
か
。ま
た
、

駅
周
辺
整
備
範
囲
を
決
め
る
に
あ
た
り
、
機
能
と

そ
の
規
模
を
決
め
る
必
要
が
あ
る
と
思
う
が
、
ど

う
か
。昨

年
の
構
想
策
定
時
に
は
、
予
想
乗
降
客
数

を
も
と
に
規
模
の
検
討
を
進
め
て
き
た
。
今

年
度
は
新
た
な
要
素
と
し
て
、
ス
マ
ー
ト
イ
ン

タ
ー
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
道
路
、
国
道
153
号
の
拡

幅
、
県
道
の
整
備
な
ど
が
具
体
的
に
整
理
さ
れ
つ

つ
あ
り
、
そ
れ
に
現
地
の
地
形
的
な
条
件
な
ど
か

ら
、
必
要
な
機
能
と
規
模
は
整
理
で
き
る
も
の
と

考
え
て
い
る
。
今
年
度
策
定
す
る
基
本
計
画
で

は
、
地
元
の
皆
さ
ん
の
大
き
な
関
心
事
で
あ
る
駅

周
辺
整
備
を
、
具
体
的
に
ど
の
範
囲
で
行
う
か
、

平
面
計
画
を
示
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
具
体
的

な
配
置
に
は
、
デ
ザ
イ
ン
を
含
め
様
々
な
検
討
を

要
す
る
と
考
え
て
お
り
、
次
年
度
以
降
も
協
議
し

て
い
く
こ
と
に
な
る
。
基
本
構
想
の
中
身
は
多
岐

に
わ
た
り
、
県
に
一
つ
の
駅
で
あ
る
た
め
、
当
市

の
み
で
な
く
、
広
域
的
な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
よ
う

機
能
の
検
討
も
必
要
で
あ
る
。
部
会
で
の
検
討

も
、
今
年
度
中
に
結
論
が
出
る
も
の
で
は
な
く
、

複
数
年
に
わ
た
り
検
討
し
て
い
く
も
の
も
あ
る
と

考
え
て
い
る
。

QAA Q

QA

平成26年度 飯田市各会計の決算を認定

平成26年度決算は第3回定例会において各委員会での審査を経て認定されました。

1,117,779

357,448
2

17,778
74,144
205

13,364
3,026
8,983

198,869
44,766
2,170
4,977

△ 3,729,937
△ 2,746,530
△ 983,407
△ 551,260

62,216
△ 613,476

△ 3,555,465
△ 2,437,686

48,332,225

9,895,919
3,948

1,240,581
10,488,575

30,723
67,714
26,019
140,414
4,135,206
648,227
33,587
139,038

16,697,918
14,856,484
1,841,434
3,029,804
2,204,951
824,853

46,577,673
94,909,898

49,450,004

10,253,367
3,950

1,258,359
10,562,719

30,928
81,078
29,045
149,397
4,334,075
692,993
35,757
144,015

12,967,981
12,109,954
858,027
2,478,544
2,267,167
211,377

43,022,208
92,472,212

差　　引歳出決算歳入決算会　　計　　名
一 般 会 計

事 業 勘 定
直 診 勘 定

後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
介 護 保 険 特 別 会 計
地 方 卸 売 市 場 特 別 会 計
駐 車 場 事 業 特 別 会 計
墓 地 事 業 特 別 会 計
簡 易 水 道 事 業 特 別 会 計
下 水 道 事 業 特 別 会 計
介 護 老 人 保 健 施 設 特 別 会 計
上村デイサービスセンター特別会計
ケーブルテレビ放送事業特別会計
 

収益的収支
 資本的収支
 

収益的収支
 資本的収支

特　別　会　計　の　計
合　　　　　計

水 道 事 業 会 計

病 院 事 業 会 計

国民健康保険特別会計

（単位：千円）



平成27.10.26 ⑩いいだ市議会だより―――行政評価・提言

市長への提言の様子

　市が実施した平成26年度の事務事業について、7月22日の常
任委員会の場などで、7月から9月にかけて行政評価を行いまし
た。42の施策及び79の事務事業について執行機関から説明を受
け、19の施策及び37の事務事業について評価を行いました。
　評価の結果に基づき、9月29日に市長に提言を行いました。
　提言の中から主な事業を紹介します。

■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトを御覧ください。
　http://www.city.iida.lg.jp/site/assembly/

•上村の小沢川における小水力発電の事業の研究について、ここまでの地
道な取り組みを集約し、早急に「再生可能エネルギーの導入による持続
可能な地域づくり条例」に基づく事業認定を行い、地域と共に実効性を
上げるべきである。

•防災無線の運用については、市民から聞き取りにくいとの苦情が多数寄
せられており、また、老朽化の問題も指摘されている中、実質的な進展
が見られない。

•緊急性のあるテーマで拡大という意見もあったが、拡大するための基本
計画が定かでない。

•緊急時に一人でも多くの市民に情報提供できるように、更新計画を早期
に策定されたい。

•条例が制定されたが、所有者としての責任が根本にあることを確認する
必要がある。

•「管理不全対策と跡地利用の支援」といったこの条例の効果を見ていく必
要がある。

•「空き家化の予防と活用・流通の促進」といった観点では、予防措置とし
て重要であり、羽場地区での活動などを参考に全市に展開されたい。

•全国学力学習状況把握の実施とPDCAサイクルによる指導により、さら
なる学力向上に努められたい。また、10分間ドリルや読書など学習意欲
が増し、勉強心が向上する取り組みをさらに工夫されたい。

•認知症地域支援体制の構築により、認知症の理解度を深め、社会全体で見守
るため、キャラバンメイトやサポーター制度の確立と支援を拡充されたい。
•認知症の徘徊等見守り訓練を地域あげて取り組まれたい。

•福祉的側面に重点を置く事業は、別事業とし福祉課の所管とされたい。
•カウンセリングから職業紹介まで、また就職に関する様々なサービスの
提供など、雇用のミスマッチ対策に積極的に取り組まれたい。

•ジョブカフェいいだは利用効果が見られている。対象年齢を45歳未満ま
で拡大することを検討されたい。

•新規高卒者への求職情報の発信など企業とも連携し積極的に進められたい。

•遊休農地活用、耕作放棄地の解消、農地利用集積円滑化、農業担い手誘致、
新規就農者支援、そしてこの事業、さらに農業新分野創出・６次化事業、
農業振興センター事業は、一連の流れの中の事業展開であって、相互の
事業連携が必要となる。「総合的な相談・対応」が必要で、事業全体を組
み立て直されたい。

•参入法人の発掘のため、直接訪問やヒアリングを強化されたい。

•「技能技術伝承事業」となっているが、実態は「褒賞」が中心となっている。
当地域で育まれている技能に関する現状分析を行い、技能褒賞から技能
労働者の育成事業にシフトされたい。

委員会名 事務事業名 方向性 施策に対する議会の提言

拡大

現状維持学力向上支援事業

雇用対策事業

拡大
認知症対策総合
推進事業

拡大

やり方
改善災害対策事業

拡大
総合的な空き家
対策事業

拡大

やり方
改善

新エネルギー推進
リーディング事業

農業法人誘致・
設立促進事業

技能技術伝承事業
（旧　技能褒賞運営事業）

総
　
務
　
委
　
員
　
会

社
会
文
教
委
員
会

産
業
建
設
委
員
会

議会による行政評価・提言



平成27.10.26⑪ いいだ市議会だより―――管外視察　政務調査報告

常任委員会で管外視察を行いました。
◆総務委員会　７月１日～３日
調査項目
①水俣病の歴史と現状　②環境政策の歴史　③環境モデル都市の取り組み
④環境政策の今後の方向性（熊本県　水俣市）
⑤水害対策　⑥都市ブランド化の取り組み（福岡県　久留米市）
⑦空き家の総合利活用　（福岡県　糸島市）

◆社会文教委員会　７月13日～15日
調査項目
①地域包括ケアシステムの取り組みについて（岡山県 高梁市）
②介護予防事業の取り組みについて（鳥取県 米子市）　
③コミュニティ・スクールの推進（島根県 松江市）
④コミュニティ・スクールの推進（島根県 出雲市）

◆産業建設委員会　７月８日･９日
調査項目
①道の駅能登食祭市場の取り組みについて（石川県　七尾市）
②企業参入による耕作放棄地活用の取り組みについて（石川県　七尾市）
③新産業創造プラットフォームの取り組みについて（富山県　高岡市）
④観光施策について・外国人観光誘客の取り組みについて（岐阜県 高山市）

水俣市での視察の様子

米子市での視察の様子

高岡市での視察の様子

　政務活動費を活用し、27年４月から９月までに実施した（一部３
月実施したもの含む）各会派の調査研究の概要を掲載します。
　９月29日には、政務調査研究報告会を第２委員会室で行いました。

飯田市では議員１人当たり年間14万円の政務活動費が各会派に支給され、先進地視察等の経費に充てられています。

■詳細は飯田市議会公式ウェブサイトをご覧ください。　http://www.city.iida.lg.jp/site/assembly/

■実施日　３月27日、７月27日～７月29日
■調査事項等
•教育委員会制度の概要（地方議員研究会セミナー 東京）
•菜の花によるまちづくり事業　(北海道　滝川市）
•まちなか再生総合プロジェクト（CAP）事業

（北海道 苫小牧市）
•公共施設再編に伴う新たな複合公共施設整備事業

（北海道 室蘭市）
•６次産業化の取り組みについて

（北海道 余市町　株式会社ＯｃｃｉＧａｂｉ）

■実施日　７月25日～７月27日
■調査事項等
•第57回自治体学校への参加　（石川県 金沢市）
•震災後の復興状況
　村独自の地域づくり、高齢者福祉事業について　

（長野県 栄村）

会
派
の
ぞ
み

■実施日　７月26日～7月29日
■調査事項等
年度テーマ
　「人口減少社会における地域資源を活かした施策の推進」
•ふるさとに学ぶ産業教育

　（北海道 稚内市 宗谷中学校）
•一次産業を活かした地域おこし（北海道　猿払村）
•るもいコホートピア構想について（北海道 留萌市）

会
派
み
ら
い

■実施日　７月27日～７月30日
■調査事項等
•川村カ子トアイヌ記念館　調査
•リサーチパークとあさひかわ産品プロモーション戦略
•旭川市まちなか活性化交流拠点創出事業　

(北海道 旭川市）
•下川町バイオマス産業都市と小規模分散型再生可能
エネルギーシステム（北海道 下川町）

市
民
パ
ワ
ー

日
本
共
産
党
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議 員 紹 介 議員の人となりなどを議員自らが紹介します。（議席順に掲載）

充実した人生

村松まり子
　芸術の秋ですが、「モナ・リザ」や「最
後の晩餐」など、世界の宝と言われる名

画を残したレオナルド・ダ・ヴィンチは私が好きな芸術家です。
　ダ・ヴィンチが晩年を過ごした館に、「充実した生命は長い。
充実した日々はいい眠りを与える。充実した生命は静寂な死を
与える。」という言葉が銅板に刻まれています。
　この生前の言葉について、ある本に「有意義に過ごした１日
が安らかな眠りをもたらすように、充実した一生は、穏やかな
死をもたらす。ルネサンスの巨匠は、こうした人生を見すえ、
自らの芸術の完成に67歳で亡くなる最後まで挑戦したのだ。」
という一説があります。人生の価値は、時間的に長く生きたか
ではなく、その人生がどのように充実したものであったかだと
思います。
　人のため、社会のために尽くし、充実の日々を積み重ねて
いく、そういう生き方をしたいと思います。

秋の夜空

林　　幸次
　日本の四季は美しく、実りの秋にも季
節を感じさせる様々な風物詩がある。

日本の秋を代表する季節の風習が、澄み渡った大空に輝く
月を眺める「月見」である。
　中秋の名月の頃が、季節的にも一年で最も月がきれいに
観られる時期という。ススキの穂の間から月を眺める光景は、
実に風情のあるものである。
　秋の風物詩である「中秋の名月」の観月は、秋の夜長を
楽しむ古来からの習慣であった。最近は月見の習慣が少な
くなったが、昔は秋の収穫に感謝しお供えをして、自然の恵
みに対する感謝の気持ちを表したのが、月見の風習になっ
たという。
　今年の中秋の名月であった9月27日の夜、澄み切った秋
の夜空に、白く流れるうす雲の間から、まん丸の煌々とした
月を観ることができた。日常を忘れて、しばし美しい月を眺
めながら、季節の変わり目と宇宙の神秘を実感した、夜の
ひと時であった。

むら まつ ま り こ  はやし こう じ
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平
成
27
年
第
3
回
定
例
会
を
傍
聴

さ
れ
た
方
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
で
寄

せ
ら
れ
た
ご
意
見
を
紹
介
し
ま
す
。

◇
議
場
に
い
る
皆
さ
ん
が
と
て
も
熱

心
に
答
弁
を
聞
い
て
お
り
、傍
聴

し
て
い
る
私
た
ち
に
も
伝
わ
っ
て

き
た
。

◇
市
立
病
院
の
診
療
体
制
の
内
容

が
詳
し
く
聞
く
こ
と
が
で
き
て
良

か
っ
た
。

◇
持
ち
時
間
が
決
め
ら
れ
て
い
て
、

時
間
が
表
示
さ
れ
て
わ
か
り
や
す

く
て
良
い
と
思
う
。

◇
議
長
席
か
ら
正
面
に
時
計
が
あ

る
の
は
良
い
が
、傍
聴
席
か
ら
は

後
に
な
っ
て
見
え
な
い
。時
計
を

も
う
一つ
追
加
し
て
、議
長
席
の
後

ろ
の
壁
の
左
上
部
に
も
付
け
て
い

だ
た
き
た
い
。

本
会
議
、委
員
会
と
も
個
人
、団
体
で

自
由
に
傍
聴
い
た
だ
け
ま
す
。ぜ
ひ
傍

聴
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

事
前
予
約
は
要
り
ま
せ
ん
が
、団
体
等

大
勢
で
の
傍
聴
の
際
は
事
前
に
議
会
事

務
局
に
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

本会議の模様は飯田ケーブルテレビデジタル714chで中継しているほか、一般質問の模様をユース
トリーム（インターネットによるオンライン動画配信サービス）で中継しています。ぜひ、ご覧ください。
http://www.city.iida.lg.jp/

議会中継を
しています

編集後記
　今回の第３回定例会は決算議会と言われています。予算を執行し
てきた市側の業務が適正であったか、否かをチェックし、認定する
ものです。それ以外の議案では、現行１５歳以下の医療費の無料化
を１８歳以下にするものと平和安全法制への意見書の議会議案は特
筆すべきものでした。
　先般、市内６会場で開催しました議会報告会にご参加いただきあ
りがとうございました。その詳細は次回の議会だよりで紹介しますが、
飯田市議会の議決と市民の思いとはイコールであるべきです。報告
会はそのための一環で、担当はこの議会だよりを発刊している広報
広聴委員会です。またご意見をお寄せください。

議会の動き（予定）
■次回定例会に向けた議会への請願・陳情の締め切り
は11月18日（水）午後５時です。
■第4回（12月）定例会は11月26日（木）開会です。

広報広聴委員会
 委員長 村松まり子 副委員長　福沢　　清
 委　員 竹村　圭史 木下　德康 熊谷　泰人
  森本　政人 小倉　高広 吉川　秋利


